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は じ め に   
 
 我 が 国 で は 、 維 持 血 液 （ 濾 過 ） 透 析 （ h e m o d i a l y s i s
（ h e m o d i a f i l t r a t i o n ） ： H D （ F ） ） 患 者 が 、 3 0 万 人 を 超 え て い る 。

患 者 の 生 活 の 質 （ q u a l i t y  o f  l i f e ： Q O L ） や 生 命 予 後 に は 、 「 食

事 ・ 水 分 管 理 」 が 大 き く 関 わ り 、 こ れ ら に つ い て 、 医 療 者 か ら の 提 言 に

同 意 し 行 動 す る ＝ ア ド ヒ ア ラ ン ス を 達 成 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 し

か し 、 H D （ F ） の 自 己 管 理 で は 、 他 の 慢 性 疾 患 と 比 べ 、 患 者 に 求 め ら れ

る こ と が 多 く 、 特 に 食 事 ・ 水 分 管 理 は 、 内 容 が 多 岐 に わ た る な ど 、 そ の

複 雑 さ か ら 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス 達 成 率 が 低 い こ と が 課 題 と な っ て い る 。 そ の

た め 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス 改 善 に は 、 適 切 な 「 評 価 」 と 「 介 入 」 が 重 要 と な る 。

本 研 究 で は 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス で 強 調 さ れ て い る 、 “ 自 ら 同 意 し た 行 動 ” 、

の 達 成 に 向 け 、 自 己 申 告 に よ る ア ド ヒ ア ラ ン ス 評 価 や 、 身 体 的 ・ 社 会 心

理 学 的 背 景 な ど 、 「 患 者 側 視 点 」 に 着 目 し 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス 達 成 が 困 難

と な る 理 由 を 探 る こ と で 、 「 評 価 」 と 「 介 入 」 の 手 法 を 、 実 用 的 か つ 具 体

的 な 内 容 で 、 提 案 す る こ と を 目 指 し た 。  
  
研 究 1  食 事 ・ 水 分 管 理 ア ド ヒ ア ラ ン ス に 関 わ る 「 実 態 行 動 」 の 検 討  
 研 究 1 で は 、 H D （ F ） 患 者 の 食 事 ・ 水 分 管 理 ア ド ヒ ア ラ ン ス に 関 わ る

「 実 態 行 動 」 に つ い て 、 自 己 申 告 で 評 価 す る た め の 尺 度 を 開 発 し た 。 研

究 1 - 1 で は 、 当 該 患 者 を 対 象 に 「 半 構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 」 を 行 い 、

質 的 記 述 的 検 討 で 、 食 事 ・ 水 分 摂 取 に 関 わ る 「 実 態 行 動 」 を 抽 出 ・ 整 理

し た 。 続 い て 、 研 究 1 - 2 で は 、 研 究 1 - 1 で 抽 出 し た 行 動 の 頻 度 を 「 質

問 紙 調 査 」 で た ず ね 、 食 事 ・ 水 分 摂 取 行 動 パ タ ー ン を 把 握 す る た め の

評 価 尺 度 を 開 発 し た 。  



研 究 1 - 1  食 事 ・ 水 分 管 理 の 実 態 行 動 の 抽 出  
 研 究 1 - 1 で は 、 4 3 名 の H D （ F ） 患 者 を 対 象 に 、 半 構 造 化 イ ン タ ビ ュ

ー で 、 1 ） 「 普 段 の 食 事 は 、 ど の よ う に 準 備 し て い る か 、 ま た 、 1 日 の 中

で 、 ど の よ う な 料 理 ・ 食 品 を と る こ と が 多 い か 」 、 2 ） 「 体 重 や リ ン 管 理 な

ど 、 体 調 を 管 理 す る た め に 行 っ て い る こ と は あ る か 」 を た ず ね 、 そ の 特

徴 を 、 主 題 分 析 を 用 い た 質 的 記 述 的 検 討 で 整 理 し た 。 そ の 結 果 、 「 意

図 的 な 行 動 」 3 2 カ テ ゴ リ ー と 、 習 慣 な ど の 「 非 意 図 的 な 行 動 」 1 4 カ テ

ゴ リ ー が 得 ら れ 、 各 々 で 、 ガ イ ド ラ イ ン 等 で セ ル フ ケ ア 行 動 と し て 推 奨 さ

れ て い る 従 順 行 動 （ 例 ： 減 塩 食 品 の 利 用 [ 意 図 的 ] ） 、 当 た り 前 に 、 自 分

に 適 し た 食 事 内 容 を 続 け る [ 非 意 図 的 ] ） と 、 必 ず し も そ う で な い 、 ノ ン

ア ド ヒ ア ラ ン ス 行 動 （ 例 ： 体 重 が 増 え た と 思 っ た ら 、 食 べ る 量 を 減 ら す

[ 意 図 的 ] 、 1 日 3 食 と ら な い [ 非 意 図 的 ] ） が 含 ま れ た 。  
 
 
研 究 1 － 2  食 事 ・ 水 分 管 理 行 動 の 自 己 申 告 評 価 尺 度 の 開 発  
 3 都 県 4 施 設 に 外 来 通 院 す る H D （ F ） 患 者 5 7 8 名 を 対 象 に 、 研 究

1 - 1 で 整 理 し た 結 果 か ら 選 定 し た 「 食 事 ・ 水 分 摂 取 行 動 頻 度 」 3 4 項 目

を 含 む 「 自 己 記 入 式 質 問 紙 」 を 実 施 し た 。 回 答 を 得 た 3 7 8 名 の 食 事 ・

水 分 摂 取 行 動 頻 度 か ら 、 5 つ の 行 動 パ タ ー ン （ 下 位 尺 度 ） ； 「 調 理 ・ 購

入 法 に よ る 調 整 」 「 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 」 「 食 品 ・ 料 理 の 組 み 合 わ せ /  摂
取 頻 度 の 調 整 」 「 食 事 量 （ 減 量 ） に よ る 調 整 」 「 不 規 則 な 食 事 」 を 得 た 。

こ れ ら の 行 動 パ タ ー ン （ 下 位 尺 度 ） と 日 常 的 に ア ド ヒ ア ラ ン ス 状 況 の 評

価 に 用 い ら れ る 客 観 的 指 標 （ 透 析 間 体 重 増 加 量 （ i n t e r d i a l y t i c  
w e i g h t  g a i n ： I D W G ） 、 血 清 リ ン （ p h o s p h o r u s ： P ） 濃 度 、 血 清 カ

リ ウ ム （ p o t a s s i u m ： K ） 濃 度 、 栄 養 障 害 リ ス ク （ g e r i a t r i c  
n u t r i t i o n a l  r i s k  i n d e x ： G N R I ） と の 関 連 を 検 討 し た と こ ろ 、 特 に

「 I D W G 」 と の 間 で 、 妥 当 な 結 果 が 得 ら れ 、 「 不 規 則 な 食 事 」 の 頻 度 が

高 い ほ ど 、 ま た 、 「 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 」 「 食 品 ・ 料 理 の 組 み 合 わ せ ・ 摂

取 頻 度 の 調 整 」 「 食 事 量 （ 減 量 ） に よ る 調 整 」 の 頻 度 は 低 い ほ ど 、 ア ド ヒ

ア ラ ン ス 基 準 を 満 た さ な い 者 （ ＝ ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス ） の 割 合 が 高 か っ た 。  
ま た 、 ガ イ ド ラ イ ン で 推 奨 さ れ て い な い 「 不 規 則 な 食 事 」 は 、 I D W G 以

外 に も 、 血 清 P 濃 度 、 G N R I と 、 複 数 の ア ド ヒ ア ラ ン ス 客 観 的 指 標 と 関

わ る こ と が 示 唆 さ れ 、 患 者 指 導 で は 、 望 ま し い 「 セ ル フ ケ ア 行 動 」 の 提

案 や 評 価 に と ど ま ら ず 、 「 食 事 時 間 」 や 「 3 食 配 分 」 な ど に つ い て も 、 評

価 や 介 入 を 行 う 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 
 
 



研 究 2  食 事 ・ 水 分 管 理 ア ド ヒ ア ラ ン ス の 自 己 申 告 に 寄 与 す る 要 因 の  
検 討  
 研 究 2 で は 、 維 持 血 液 透 析 患 者 の 「 自 己 申 告 に よ る ア ド ヒ ア ラ ン ス 状

況 の 評 価 」 に は 、 ど の よ う な 要 因 が 寄 与 す る か 、 検 討 す る た め 、 「 自 己

申 告 に よ る ア ド ヒ ア ラ ン ス 状 況 ； 1 . 食 事 管 理 、 2 . 水 分 管 理 の 程 度 」 を 従

属 変 数 と し 、 1 ） 食 事 ・ 水 分 摂 取 行 動 ； 研 究 1 で 開 発 し た 尺 度 の 各 下 位

尺 度 得 点 、 2 ） 食 事 ・ 水 分 管 理 ア ド ヒ ア ラ ン ス 状 況 の 客 観 的 評 価 ；

I D W G 、 血 清 P 濃 度 、 血 清 K 濃 度 、 血 清 A l b 濃 度 、 3 ） 関 連 項 目 ；

B M I 、 食 欲 変 化 、 ド ラ イ ウ エ イ ト （ d r y  w e i g h t ： D W ） 低 下 を 独 立 変 数

と し た 多 変 量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 （ 変 数 減 少 法 （ 尤 度 比 ） ） を 行 っ た 。

そ の 結 果 、 自 己 申 告 の ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 状 況 に は 、 食 事 管 理 、 水 分 管

理 の 双 方 と も に 、 「 I D W G （ ≧ D W 5 ％ / 中 2 日 ） 」 が 寄 与 し て い た 。 そ の

他 、 「 食 事 管 理 」 に は 、 「 血 清 K 濃 度 （ ≧ 5 . 5 ） 」 「 調 理 ・ 購 入 法 に よ る 調

整 （ 低 頻 度 ） 」 「 食 品 選 択 ・ 摂 取 頻 度 の 調 整 （ 低 頻 度 ） 」 が 、 「 水 分 管 理 」

に は 、 「 調 理 ・ 購 入 法 の 調 整 （ 低 頻 度 ） 」 「 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ （ 低 頻 度 ） 」

「 B M I 」 が 寄 与 し て い た 。 こ れ ら よ り 、 寄 与 が 見 ら れ た 項 目 は 、 検 査 デ

ー タ な ど 客 観 的 指 標 で ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス と 評 価 さ れ た 時 、 患 者 の 認 識

と も 矛 盾 な い こ と が 想 定 さ れ た 。 一 方 、 血 清 P 濃 度 や 栄 養 障 害 リ ス ク な

ど 、 自 己 申 告 に 寄 与 し な か っ た 項 目 は 、 客 観 的 指 標 で 評 価 し た 場 合 に

「 ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 」 で あ っ て も 、 自 己 申 告 で 「 ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 」 と 評

価 さ れ に く い 、 す な わ ち 、 患 者 自 身 が ア ド ヒ ア ラ ン ス 状 況 を 適 切 に 認 識

で き て い な い 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 
 
研 究 3  透 析 間 体 重 増 加 量 に 関 わ る 要 因 の 検 討  
― 体 格 （ B M I ） を 考 慮 し た ド ラ イ ウ エ イ ト 認 識 ・ 食 行 動 の 観 点 か ら ―  
 研 究 1 、 2 よ り 、 「 I D W G 」 は 、 患 者 の 「 食 事 ・ 水 分 摂 取 行 動 」 と 関 連

す る 可 能 性 が 高 い こ と 、 I D W G の 増 加 率 が 高 い 状 態 （ ＝ ノ ン ア ド ヒ ア ラ

ン ス ） の 場 合 、 患 者 自 身 も 「 ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 」 と 認 識 し て い る こ と が 示

唆 さ れ た 。 し か し な が ら 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス 状 況 の 基 準 に 満 た な い 者 の 割

合 は 半 数 以 上 と 多 く 、 「 分 か っ て い て も 、 適 正 に 管 理 が で き な い 」 状 況

が あ る こ と が 想 定 さ れ た 。 そ こ で 、 研 究 3 で は 、 I D W G の ア ド ヒ ア ラ ン

ス に 関 わ る 患 者 背 景 を 、 よ り 詳 細 に 検 討 す る こ と を 目 指 し た 。 具 体 的 に

は 、 I D W G に 影 響 す る と 報 告 さ れ て い る 「 体 格 」 に 着 目 し 、 B M I の 4
区 分 （ ＜ 2 0 . 0 、 2 0 . 0 - 2 1 . 9 、 2 2 . 0 - 2 4 . 9 、 ≧ 2 5 . 0 ） ご と に 、 I D W G ノ

ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 該 当 者 の 「 属 性 」 と 「 食 事 ・ 水 分 摂 取 行 動 ； 研 究 1 で 開

発 し た 尺 度 の 各 下 位 尺 度 」 に ど の よ う な 特 徴 が あ る か 検 討 し た 。 そ の 結

果 、 B M I で 、 I D W G ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 該 当 者 の 特 徴 は 異 な り 、 各



B M I 群 に 特 有 の 属 性 ； 現 体 重 （ D W ） 、 性 別 、 年 齢 、 就 業 状 況 な ど に

起 因 し た 「 現 体 重 （ D W ） 認 識 」 や 「 食 事 ・ 水 分 摂 取 行 動 」 が 関 与 し て い

る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 
 
研 究 4  食 事 ・ 水 分 管 理 ア ド ヒ ア ラ ン ス 改 善 に 向 け た 教 育 媒 体 の 開 発  
― 透 析 間 体 重 増 加 量 に 焦 点 を 当 て て ―  
  研 究 3 よ り 、 I D W G 評 価 に よ る ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 該 当 者 は 、 体 格

で 異 な る 患 者 背 景 を 有 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 そ こ で 、 研 究 4 で は 、 体

格 や 体 格 に 随 伴 し た ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス 該 当 の 要 因 か ら 、 患 者 を 8 タ イ

プ に 区 分 し 、 タ イ プ ご と に 知 識 ・ 実 践 の 情 報 提 供 が 行 え る 教 育 媒 体 （ 小

冊 子 ） の 原 案 を 作 成 し た 。 小 冊 子 は 、 透 析 医 療 に 従 事 す る 専 門 職 か ら

意 見 を 求 め る こ と で 、 実 施 可 能 性 の 検 討 を 行 っ た 。 ま ず 、 小 冊 子 作 成

で は 、 1 ） フ ロ ー チ ャ ー ト に よ る 「 タ イ プ 特 定 」 、 2 ） 知 識 高 め る 、 タ イ プ

別 の 情 報 提 供 ； I D W G ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス の 原 因 ・ 対 処 法 、 3 ） 実 践 を

促 す 、 レ シ ピ 提 示 /  セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 記 録 表 を 盛 り 込 ん だ 。 同 時 に 、

「 小 冊 子 の 活 用 マ ニ ュ ア ル 」 を 作 成 し 、 小 冊 子 活 用 の た め の 手 順 を 示 し

た 。 こ れ ら に 対 し 、 専 門 職 か ら 、 概 ね 内 容 の 妥 当 性 が 得 ら れ 、 患 者 の 見

や す さ な ど の 観 点 か ら 、 改 善 点 の 評 価 も 得 る こ と が で き た 。 今 後 は 、 専

門 職 か ら 得 た 評 価 を 踏 ま え て 修 正 を 加 え 、 作 成 し た 小 冊 子 を 用 い た 場

合 、 I D W G ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス の 改 善 が 見 ら れ る か 、 効 果 検 証 を 行 う 必

要 が あ る 。   
 
結 論  
 本 研 究 で は 、 慢 性 疾 患 の 自 己 管 理 に お い て も 特 に 達 成 が 難 し い と さ

れ る H D （ F ) 食 事 ・ 水 分 管 理 ア ド ヒ ア ラ ン ス に 焦 点 を 当 て 、 「 実 態 行 動 」

や 、 ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス と 関 わ る 身 体 ・ 社 会 心 理 学 的 要 因 ； 体 格 ・ 属 性 な

ど の 評 価 を 進 展 さ せ た 。 そ の 結 果 、 現 在 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス 評 価 の 中 心 と

な っ て い る 、 客 観 的 指 標 や 自 己 申 告 の 「 ア ド ヒ ア ラ ン ス 状 況 」 に 対 す る

理 解 が 進 み 、 個 々 の 患 者 背 景 に 適 し た 介 入 の 提 案 に 繋 が っ た 。 こ れ は 、

H D （ F ） 患 者 に 限 ら ず 、 食 事 管 理 を 含 む 、 慢 性 疾 患 の 自 己 管 理 を 促 す

上 で 、 重 要 な 視 点 と な る か も し れ な い 。 特 に 、 ア ド ヒ ア ラ ン ス 達 成 率 が

低 い 当 該 患 者 で は そ の 改 善 に 向 け 活 用 が 期 待 さ れ る 。 今 後 は 、 本 研 究

で 提 示 さ れ た 、 ノ ン ア ド ヒ ア ラ ン ス の 「 患 者 自 身 の 要 因 」 に つ い て 、 理 解

を 進 め る と 共 に 、 医 療 従 事 者 、 医 療 施 設 が ど の よ う な 体 制 で ア プ ロ ー チ

で き る か 、 検 討 を 進 め る 必 要 が あ る 。  
 

 


